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西
郷
隆
盛
の
庶
子
で
、
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
）
一
〇
月
一
二
日
、
京
都
市
の

第
二
代
市
長
に
就
任
し
た
西
郷
菊
次
郎
（
一
八
六
一
年
〜
一
九
二
八
年
）
は
、
「
三

大
事
業
」
と
と
も
に
そ
の
名
を
記
憶
さ
れ
て
い
る
。
西
郷
市
長
は
、
一
九
一
〇
年
一

〇
月
に
六
年
間
の
任
期
を
終
え
、
引
き
つ
づ
き
再
選
さ
れ
た
。
し
か
し
、
三
大
事
業

の
完
成
（
一
九
一
二
年
六
月
に
竣
工
式
典
挙
行
）
を
待
つ
こ
と
な
く
、
結
核
の
悪
化

な
ど
も
あ
っ
て
、
大
森
鍾
一
府
知
事
と
の
軋
轢
を
噂
さ
れ
る
な
か
、
一
九
一
一
年
七

月
一
三
日
付
で
退
職
し
た
。 

 

そ
の
後
、
後
任
市
長
に
つ
い
て
は
市
会
の
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
い
ま
ま
に
五
ヵ
月

以
上
が
経
過
し
た
。
よ
う
や
く
の
こ
と
年
末
の
一
二
月
二
五
日
に
な
っ
て
、
市
会
に

お
い
て
第
一
候
補
者
と
し
て
川
上
親
晴
（
一
八
五
五
年
～
一
九
四
四
年
）
が
選
出
さ

れ
た
。
天
皇
に
よ
る
裁
可
は
翌
一
九
一
二
年
一
月
六
日
と
な
り
、
川
上
親
晴
が
第
三

代
京
都
市
長
に
就
任
し
た
（
〜
一
九
一
二
年
一
二
月
、
警
視
総
監
に
転
任
）
。
川
上

は
、
西
郷
と
同
じ
く
鹿
児
島
の
出
身
で
、
内
務
官
僚
で
あ
っ
た
。
一
八
九
六
年
一
二

月
か
ら
二
年
半
近
く
京
都
府
警
部
長
を
つ
と
め
、
そ
の
後
、
富
山
・
和
歌
山
の
県
知

事
を
歴
任
し
、
一
九
一
一
年
九
月
に
退
職
し
た
あ
と
は
京
都
に
住
ん
で
い
た
。 

二
〇
〇
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
京
都
市
市
政
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
京
都
市
政
史
』

第
一
巻
「
市
政
の
形
成
」
（
京
都
市
、
二
〇
〇
九
年
）
で
も
ふ
れ
て
お
い
た
よ
う
に
、

こ
の
川
上
を
京
都
市
長
に
推
薦
し
た
の
は
、
山
県
有
朋
系
内
務
官
僚
で
、
や
は
り
鹿

児
島
出
身
の
大
浦
兼
武
で
あ
り
、
京
都
関
係
者
で
は
、
衆
議
院
議
員
の
奥
繁
三
郎
が

関
わ
っ
て
い
た
。

（
１
）

 

 

そ
の
後
、
た
ま
た
ま
私
と
同
じ
町
内
（
東
山
区
本
町
一
六
丁
目
）
で
酒
店
を
営
ま

れ
て
い
る
上
野
智
史
氏
か
ら
、
御
曾
祖
父
に
あ
た
る
上
野
捨
次
郎
宛
の
大
浦
兼
武
書

簡
を
見
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
上
野
捨
次
郎
（
一
八
七
一
年
〜
一
九
四
一
年
）

は
、
当
時
は
市
会
会
派
の
大
成
会
（
現
在
の
東
山
区
を
含
む
下
京
区
出
身
の
議
員
が

中
心
）
に
所
属
す
る
議
員
で
あ
っ
た
。
一
九
一
一
年
一
一
月
一
六
日
付
で
、
川
上
親

晴
を
西
郷
の
後
任
市
長
に
推
薦
す
る
も
の
で
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
内
容
で
あ
っ
た
。

私
は
、
そ
の
偶
然
の
出
会
い
に
驚
き
つ
つ
、
さ
っ
そ
く
こ
の
書
簡
を
翻
刻
、
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
を
お
尋
ね
し
、
ご
快
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

上
野
氏
の
ご
厚
意
に
謝
辞
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

 

以
下
で
は
、
こ
の
書
簡
の
紹
介
を
か
ね
て
、
川
上
親
晴
市
長
誕
生
の
背
景
に
つ
い

て
簡
略
な
が
ら
言
及
し
て
い
き
た
い
。 

 

な
お
、
書
簡
の
受
取
人
で
あ
る
上
野
捨
次
郎
は
、
下
京
区
（
現
、
東
山
区
）
大
和

大
路
馬
町
の
建
築
請
負
業
「
小
城
組
」
と
し
て
知
ら
れ
た
小
城
家
に
生
ま
れ
た
が
、

二
歳
の
と
き
に
、
同
じ
く
下
京
区
（
同
前
）
本
町
一
六
丁
目
の
上
野
家
の
養
子
と
な

っ
た
。
上
野
家
は
、
綴
喜
郡
田
原
村
（
現
、
宇
治
田
原
町
）
の
上
野
家
よ
り
分
家
し
、

同
所
に
お
い
て
代
々
製
茶
業
を
営
ん
で
い
た
。
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
）
に
養
父

の
死
去
に
よ
り
家
督
を
相
続
し
た
が
、
明
治
末
頃
か
ら
酒
類
販
売
業
に
転
じ
た
。
家

業
の
か
た
わ
ら
一
橋
学
区
の
学
区
会
議
員
や
衛
生
幹
事
を
つ
と
め
、
一
九
一
〇
年
（
明

治
四
三
）
四
月
に
市
会
議
員
（
三
級
）
と
な
り
、
そ
の
後
も
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
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六
）
五
月
ま
で
断
続
的
に
市
会
議
員
を
つ
と
め
、
そ
の
間
市
参
事
会
員
な
ど
に
も
就

い
た
。
他
方
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
二
月
の
府
会
議
員
補
欠
選
挙
に
当
選
し
、

一
九
一
五
年
ま
で
在
任
し
た
。
憲
政
会
に
所
属
し
て
尾
崎
行
雄
の
驥
尾
に
付
し
、
の

ち
に
は
立
憲
民
政
党
に
籍
を
お
い
た
。

（
２
）

 

＊ 

本
稿
の
史
料
表
記
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た
。
原
則
と
し
て
、
引
用

史
料
原
文
の
変
体
仮
名
や
合
字
は
ひ
ら
が
な
に
、
異
体
字
は
通
行
の
字
体
に
、
旧
字
体

の
う
ち
常
用
漢
字
は
新
字
体
に
直
し
た
。
読
点
や
中
点
は
適
宜
付
し
た
。
〔 

〕
内
は
、

筆
者
に
よ
る
注
記
、
（ 
）
内
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。 

  

西
郷
の
後
任
市
長
の
選
考
が
本
格
化
す
る
の
は
、
一
九
一
一
年
一
〇
月
一
三
日
の

選
考
委
員
会
で
堀
田
康
人
が
委
員
長
に
選
出
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
一
〇
月

一
四
日
付
『
京
都
日
出
新
聞
』
（
以
下
『
日
出
』
と
略
記
）
に
よ
れ
ば
、
候
補
と
し

て
噂
さ
れ
て
い
た
の
は
、
小
松
宮
付
武
官
で
陸
軍
少
将
の
黒
沢
源
三
郎
、
大
阪
府
警

察
部
長
の
池
上
四
郎
（
一
九
一
三
年
に
大
阪
市
長
に
就
任
）
、
京
都
帝
国
大
学
法
科

大
学
教
授
の
井
上
密
（
川
上
親
晴
の
後
任
市
長
と
な
る
）
、
元
鹿
児
島
県
知
事
で
一

時
『
東
京
日
日
新
聞
』
を
経
営
し
、
当
時
は
貴
族
院
勅
選
議
員
の
千
頭

ち

か

み

清
臣

き
よ
お
み

、
そ
の

他
二
、
三
の
候
補
者
が
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
で
は
川
上
親
晴
の
名

は
ま
だ
挙
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
あ
る
い
は
、
そ
の
他
二
、
三
の
候
補
者
の
一

人
程
度
で
し
か
な
か
っ
た
。 

  

そ
れ
か
ら
約
一
ヵ
月
後
の
一
一
月
一
六
日
付
で
、
大
浦
兼
武
が
上
野
捨
次
郎
に
宛

て
た
書
簡
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
川
上
親
晴
を
市
長
候
補
に
推
薦
し
て
い
た
。 

 

華
墨
拝
見
、
時
下
益
御
清
祥
奉
賀
候
、
貴
市
長
問
題
ニ
付
、
不
容
易
御
配
慮
之
趣

敬
承
、
已
ニ
詮
考
委
員
会
成
立
相
成
居
り
候
趣
ニ
付
、
局
外
者
よ
り
彼
是
論
ス
ル

ハ
軽
挙
ノ
嫌
ヒ
有
之
候
ニ
付
、
幸
ひ
ニ
貴
市
ニ
ハ
最
モ
老
練
ナ
ル
北
垣
男
爵
在
住

ニ
付
、
同
男
ニ
御
内
談
相
成
候
ハ
ヽ
、
必
ス
適
当
之
意
見
可
有
之
ト
存
候
、
尤
、

賢
兄
之
御
同
志
必
ス
一
致
ノ
方
針
ヲ
被
採
候
様
御
尽
力
切
望
ニ
不
堪
候
、
態
々
小

生
の
意
見
御
尋
之
場
合
ニ
付
、
唯
一
己
の
考
案
ト
シ
テ
ハ
、
第
一
ニ
京
都
市
居
住
、

第
二
京
都
市
ニ
縁
故
ア
ル
人
、
右
二
要
件
ヲ
以
テ
撰
挙
の
方
針
ト
セ
ラ
レ
候
事
、

尤
大
切
ト
存
候
、
而
テ
地
方
行
政
上
ニ
経
験
ア
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
公
平
着
実
ナ
ル
人

物
ハ
無
論
之
条
件
ニ
有
之
、
今
ヤ
御
承
知
ノ
通
リ
名
古
屋
市
長
ニ
ハ
鹿
児
島
県
知

事
よ
り
、
横
浜
市
ニ
ハ
長
崎
県
知
事
よ
り
、
夫
々
就
任
致
居
リ
候
、
彼
是
ヲ
以
テ

考
フ
ル
ニ
、
貴
市
居
住
ノ
元
和
歌
山
県
知
事
川
上
親
晴
氏
最
も
適
当
ト
存
候
、
併

シ
同
氏
ハ
全
ク
競
争
希
望
者
ニ
ア
ラ
ス
候
故
、
市
会
ノ
大
多
数
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
承

諾
六
ケ
敷
カ
ト
存
候
、
賢
兄
等
十
分
御
纏
メ
ノ
上
、
大
多
数
ニ
至
ラ
ハ
、
小
生
極

力
相
勧
メ
試
度
ト
存
候
、
不
取
敢
右
迄
、
頓
首 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

兼
武 

 
 
 

 
 

十
一
月
十
六
日
夜 

 
 

 

上
野
賢
兄
殿 

 
 

 

追
て
模
様
迠
ニ
御
内
談
被
下
候
ハ
ヽ
至
幸
ニ
存
候 

  

内
容
か
ら
推
察
し
て
、
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
一
一
月
一
六
日
付
の
書
簡
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
さ
ら
に
、
「
華
墨
拝
見
〈
中
略
〉
貴
市
長
問
題
ニ
付
不

容
易
御
配
慮
之
趣
敬
承
」
、
「
態
々
小
生
の
意
見
御
尋
之
場
合
ニ
付
」
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
簡
は
、
西
郷
市
長
の
後
任
に
つ
い
て
、
上
野
か
ら
大
浦
へ

の
相
談
な
り
依
頼
に
対
す
る
返
簡
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
れ
に
対
し
て
大
浦
は
、
と
り
あ
え
ず
は
市
内
在
住
の
第
三
代
府
知
事
北
垣
国
道

（
一
八
三
六
年
〜
一
九
一
六
年
）
に
相
談
す
る
よ
う
促
し
た
う
え
で
、
自
身
の
考
え

を
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
大
浦
は
、
後
任
市
長
の
要
件
と
し
て
、「
京
都
市
居
住
」
、

「
京
都
市
ニ
縁
故
ア
ル
人
」
と
と
も
に
、
「
地
方
行
政
上
ニ
経
験
ア
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

公
平
着
実
ナ
ル
人
物
」
を
挙
げ
、
具
体
的
に
は
、
当
時
京
都
市
に
在
住
し
て
い
た
前

和
歌
山
県
知
事
の
川
上
親
晴
を
推
挙
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
「
必
ス
一
致
ノ
方
針
」

を
と
り
、
「
市
会
ノ
大
多
数
」
を
得
ら
れ
る
よ
う
上
野
に
市
会
議
員
の
取
り
纏
め
を

強
く
促
し
た
。 

川
上
は
、
一
九
〇
九
年
七
月
三
〇
日
か
ら
つ
と
め
て
い
た
和
歌
山
県
知
事
を
一
九 
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一
一
年
九
月
四
日
付
で
辞
し
、
そ
の
後
、
市
内
上
京
区
室
町
通
竹
屋
町
上
ル
道
場
町

に
住
ま
い
し
て
い
た
。

（
３
）

小
原
騮
馬
『
西
南
秘
史 

川
上
親
晴
翁
伝
』
（
鹿
児
島
県
加

治
木
町
史
談
会
、
一
九
四
二
年
。
以
下
『
川
上
伝
』
と
略
記
）
に
よ
れ
ば
、
川
上
が

「
自
己
の
上
司
と
し
て
最
も
そ
の
人
格
識
見
に
敬
服
し
た
の
は
男
爵
北
垣
国
道
で
あ

っ
た
」
と
記
し
、
「
私
が
識
っ
て
ゐ
る
知
事
中
ほ
ん
と
う
に
え
ら
い
と
思
つ
た
は
北

垣
男
爵
で
あ
つ
た
」
と
の
川
上
自
身
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
両
者
の

関
係
に
鑑
み
れ
ば
、
京
都
市
長
へ
の
就
任
に
あ
た
っ
て
、
す
で
に
北
垣
か
ら
も
勧
め

ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 

な
お
、
書
簡
中
に
は
、
地
方
官
か
ら
大
都
市
の
市
長
に
転
任
し
た
例
と
し
て
、
名

古
屋
市
長
と
横
浜
市
長
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
一
九
一
一
年
七
月
に
名
古

屋
市
長
に
転
じ
た
前
鹿
児
島
県
知
事
の
阪
本
釤
之
助

さ

ん

の

す

け（
一
八
五
七
年
〜
一
九
三
六
年
）

の
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
阪
本
は
、
小
説
家
高
見
順
の
実
父
、
内
務
官
僚
か
ら
政

治
家
へ
と
転
身
し
、
日
中
国
交
正
常
化
に
向
け
て
活
躍
し
た
古
井
喜
実
の
岳
父
で
あ

り
、
ま
た
永
井
荷
風
の
叔
父
（
荷
風
の
父
久
一
郎
も
内
務
官
僚
）
に
も
あ
た
る
。
ま

た
後
者
は
、
一
九
一
〇
年
九
月
に
横
浜
市
長
に
転
じ
た
前
長
崎
県
知
事
の
荒
川
義
太

郎
（
一
八
六
二
年
〜
一
九
二
七
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。 

  

次
に
、
こ
の
書
簡
か
ら
六
日
後
、
大
浦
が
川
上
本
人
に
宛
て
て
出
し
た
書
簡
が
、

先
の
『
川
上
伝
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
、
大
浦
が
「
明
治
四
十
四
年
か
ら

四
十
五
年
一
月
に
か
け
、
川
上
翁
を
京
都
市
長
に
擁
立
す
る
た
め
、
元
衆
議
院
議
長

〔
同
書
刊
行
当
時
か
ら
み
て
〕
奥
繁
三
郎
ら
と
共
に
大
分
骨
を
折
つ
た
」
、
と
し
て
、

次
の
川
上
宛
大
浦
書
簡
を
掲
出
し
て
い
る
。
同
書
は
そ
の
所
蔵
機
関
が
少
な
い
こ
と

で
も
あ
り
、
以
下
に
紹
介
し
て
お
く
。 

 
拝
答
、
過
日
は
態
々
御
上
京
、
早
速
御
来
訪
被
下
、
色
々
御
話
合
を
遂
げ
、

誠
に
至
幸
に
存
候
、
今
夕
八
時
、
奥
繁
三
郎
来
訪
、
此
比
京
都
市
長
問
題
に

付
、
堀
田
へ
川
上
氏
を
推
し
て
如
何
と
の
咄
あ
り
し
趣
、
堀
田
よ
り
承
り
候
、

考
ふ
る
に
川
上
氏
は
能
く
人
品
は
承
知
し
居
り
、
至
極
可
為
宜
と
存
す
る
に

上野捨次郎宛大浦兼武書簡（1911 年 11 月 16 日） 
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よ
り
、
床
次
閣
下
に
意
見
を
述
べ
ん
が
た
め
参
上
せ
し
な
り
と
云
へ
り
、
夫

れ
よ
り
小
生
は
曰
く
、
岩
切
・
床
次
が
本
年
八
月
川
上
氏
に
対
す
る
態
度
に

つ
き
、
大
体
を
申
含
め
置
候
、
又
、
奥
曰
く
、
過
日
堀
田
が
川
上
氏
を
訪
ひ

た
る
と
き
の
答
へ
の
如
き
事
を
誰
が
承
り
て
も
御
答
へ
な
き
様
致
さ
れ
た
し
、

銓
考
委
員
が
参
り
し
場
合
、
其
他
個
人
が
参
り
て
も
夫
れ
は
大
浦
よ
り
勧
告

さ
れ
た
る
事
も
あ
る
故
、
一
応
大
浦
に
相
談
し
た
る
上
に
返
答
す
べ
し
位
に

答
へ
貰
ひ
た
し
云
々
と
云
つ
て
帰
り
候
、
最
早
大
勢
相
定
り
近
日
□
□

〔
マ
マ
〕

迄
も

同
様
に
存
候
、
奥
は
明
日
比
出
発
帰
洛
、
来
月
一
二
日
比
東
上
の
筈
、
其
間

委
員
会
を
開
く
事
と
存
候
、
右
迄
匆
々 

 
 

 
 

十
一
月
廿
二
日 

 
 

 
 

 
 

 

大
浦
兼
武 

 
 

 

川
上
賢
台 

  

奥
繁
三
郎
（
一
八
六
一
年
〜
一
九
二
四
年
）
は
、
京
都
府
綴
喜
郡
出
身
の
政
治
家
・

実
業
家
で
、
当
時
は
衆
議
院
議
員
（
一
八
九
八
年
〜
）
で
、
立
憲
政
友
会
に
所
属
し

て
い
た
。
ま
た
、
大
正
期
に
は
衆
議
院
議
長
を
務
め
て
い
る
（
一
九
一
四
年
三
月
〜

一
二
月
、
一
九
二
〇
年
六
月
〜
一
九
二
三
年
二
月
）
。
堀
田
は
、
京
都
府
会
議
員
・
京

都
市
会
議
員
の
堀
田
康
人
（
一
八
五
五
年
〜
一
九
二
一
年
）
で
あ
る
。
奥
が
、
堀
田

を
通
じ
て
川
上
を
市
長
に
推
薦
し
て
は
ど
う
か
と
の
大
浦
の
考
え
を
聞
い
た
の
で
、

当
時
、
八
月
三
〇
日
に
組
閣
さ
れ
た
ば
か
り
の
第
二
次
西
園
寺
内
閣
で
内
務
大
臣
原

敬
の
も
と
で
次
官
に
就
任
し
た
床
次
竹
二
郎
（
大
浦
同
様
に
薩
摩
藩
出
身
）
と
の
面

談
の
た
め
上
京
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
後
半
の
内
容
に
つ
い
て
は
の
ち
に
ふ
れ
た

い
が
、
奥
は
、
川
上
が
軽
率
な
発
言
を
す
る
こ
と
な
く
、
大
浦
と
相
談
し
つ
つ
事
を

進
め
て
い
く
よ
う
慎
重
な
対
応
を
求
め
た
も
の
と
思
わ
れ
、
大
浦
は
そ
れ
を
川
上
に

伝
え
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
奥
は
、
先
の
一
〇
月
一
四
日
付
『
日
出
』
で
は
、
「
千

頭
氏
を
推
薦
せ
ん
と
す
る
は
奥
繁
三
郎
氏
に
し
て
、
一
応
の
話
し
位
は
な
し
あ
る
な

ら
ん
と
の
事
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
「
最
早
大
勢
相
定
り
」
と
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
後
の
一
ヵ
月
ほ
ど
で
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
。
書
簡

か
ら
一
ヵ
月
後
の
一
二
月
二
五
日
の
市
会
に
お
い
て
、
川
上
親
晴
が
大
多
数
を
得
て

第
一
候
補
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
第
二
候
補
の
大
村
彦
太
郎
（
当
初
は

同
数
な
が
ら
年
長
の
黒
沢
源
三
郎
が
当
選
し
た
が
、
大
森
鍾
一
府
知
事
の
介
入
で
再

選
挙
と
な
り
大
村
に
決
ま
っ
た
）
、
第
三
候
補
の
西
村
総
左
衛
門
と
あ
わ
せ
て
三
名
が

市
長
候
補
者
と
し
て
、
一
二
月
二
七
日
付
で
、
市
会
議
長
柴
田
弥
兵
衛
か
ら
原
敬
内

務
大
臣
宛
に
上
申
さ
れ
た
。 

 

一
二
月
二
六
日
付
の
『
日
出
』
に
よ
れ
ば
、
同
紙
の
記
者
が
さ
っ
そ
く
川
上
を
訪

問
し
、
前
日
の
市
会
の
結
果
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、「
市
会
選
挙
の
結
果
に
就
き
、
何
等

聞
く
処
あ
ら
ざ
る
よ
し
に
て
、
稍
意
外
の
感
あ
る
者
の
如
」
き
様
子
で
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
し
て
、
川
上
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
と
い
う
。
先
の
二
通
の
書
簡
の
内
容

と
も
関
わ
る
の
で
、
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

 

実
は
去
る
九
月
頃
、
二
三
の
先
輩
よ
り
京
都
市
長
候
補
た
れ
と
の
勧
告
あ
り
し

も
自
分
は
其
任
に
あ
ら
ざ
る
旨
を
述
べ
、
之
を
謝
絶
し
、
其
後
市
会
の
銓
考
委

員
長
た
る
堀
田
康
人
氏
の
来
訪
せ
ら
れ
し
に
際
し
て
も
同
じ
く
辞
退
し
、
余
の

如
き
希
望
な
き
者
を
推
薦
せ
ら
る
ゝ
よ
り
、
既
に
自
か
ら
候
補
た
る
の
決
心
を

な
せ
る
黒
沢
源
三
郎
氏
の
如
き
人
物
を
推
薦
せ
ら
る
ゝ
方
、
市
の
為
め
に
利
益

に
あ
ら
ざ
る
か
、
余
は
黒
沢
氏
と
も
私
交
あ
り
、
旁
々
同
氏
の
市
長
た
ら
ん
事

を
希
望
す
と
述
べ
し
次
第
な
り
、
其
後
山
県
公
爵
に
謁
せ
し
際
も
、
公
は
『
お

前
は
京
都
市
長
の
候
補
者
と
な
つ
て
居
る
さ
う
だ
、
ま
あ
遣
つ
て
見
る
も
善
か

ら
ん
、
併
し
競
争
し
て
迄
就
職
す
る
が
如
き
事
は
断
じ
て
よ
せ
』
と
注
告

〔
マ
マ
〕

せ
ら

れ
し
よ
り
、
余
は
『
今
日
の
時
代
に
際
し
、
何
事
に
て
も
無
競
争
な
ど
云
ふ
は

事
実
際
望
み
得
可
ら
ず
、
併
し
何
れ
に
し
て
も
自
分
は
市
長
な
ど
云
ふ
柄
に
あ

ら
ず
』
と
答
へ
し
次
第
な
り
し 

  

前
段
に
つ
い
て
は
、
先
の
一
一
月
二
二
日
付
の
川
上
宛
大
浦
書
簡
の
な
か
で
、「
過

日
堀
田
が
川
上
氏
を
訪
ひ
た
る
と
き
の
答
へ
の
如
き
事
を
誰
が
承
り
て
も
御
答
へ
な

き
様
致
さ
れ
た
し
」
と
の
く
だ
り
を
理
解
す
る
う
え
で
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
後
段
の
山
県
と
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
は
、
一
一
月
一
六
日
付
の
上
野
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捨
次
郎
宛
大
浦
書
簡
中
の
「
同
氏
ハ
全
ク
競
争
希
望
者
ニ
ア
ラ
ス
候
故
、
市
会
ノ
大

多
数
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
承
諾
六
ケ
敷
カ
ト
存
候
」
と
関
わ
る
だ
ろ
う
。
総
じ
て
言
え
ば
、

川
上
が
市
長
に
就
任
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
川
上
本
人
の
意
向
よ
り
も
、
奥
繁
三
郎

や
大
浦
兼
武
、
あ
る
い
は
市
会
内
各
派
の
意
向
が
先
だ
っ
て
い
た
よ
う
に
推
察
さ
れ

る
。 

  

さ
て
、
西
郷
市
長
が
五
月
二
三
日
付
で
辞
表
を
提
出
後
の
市
政
は
、
大
野
盛
郁
高

級
助
役
が
市
長
代
理
と
な
り
、
加
藤
小
太
郎
助
役
と
と
も
に
切
り
盛
り
し
、
三
大
事

業
ほ
か
既
定
分
に
つ
い
て
は
差
し
支
え
な
く
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
新
規
の
事
業
は

滞
り
が
ち
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
（
六
月
三
〇
日
付
『
日
出
』
）
。
ま
た
、
西
郷
市
長

が
辞
表
を
提
出
す
る
直
前
の
四
月
七
日
に
、
改
正
市
制
が
公
布
さ
れ
、
一
〇
月
一
日

よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
市
長
と

と
も
に
市
の
執
行
機
関
を
構
成
し
て
い
た
参
事
会
が
副
議
決
機
関
化
さ
れ
、
市
政
執

行
は
市
長
の
独
任
制
と
な
り
、
ま
た
任
期
が
六
年
か
ら
四
年
に
改
め
ら
れ
た
。
市
政

に
お
け
る
市
長
の
役
割
と
責
任
と
が
い
っ
そ
う
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、
市
長

代
理
が
市
政
を
担
当
す
る
と
い
う
変
則
的
な
状
態
は
、
早
急
に
改
め
ら
れ
る
必
要
が

あ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
市
会
に
は
同
友
会
・
至
誠
会
・
大
成
会
・
翠
倶
楽
部
と
い
う

諸
会
派
が
存
在
し
て
い
た
。
一
二
月
二
五
日
の
市
会
で
川
上
が
当
選
し
た
こ
と
を
報

じ
た
二
六
日
付
『
日
出
』
に
よ
れ
ば
、
至
誠
会
で
は
雨
森
菊
太
郎
と
堀
田
康
人
の
二

派
に
分
か
れ
、
前
者
が
多
数
派
と
な
っ
て
い
た
が
、
少
数
派
が
翠
倶
楽
部
と
提
携
し

て
堀
田
を
擁
立
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
多
数
派
は
や
む
な
く
同
友
会
・
大
成

会
と
結
ん
で
、
候
補
者
の
選
定
を
「
市
の
元
老
」
、
初
代
市
長
の
内
貴
甚
三
郎
に
一
任

し
た
。
内
貴
は
、
二
四
日
に
な
っ
て
雨
森
を
推
薦
し
、
三
派
で
も
異
存
は
な
か
っ
た

の
で
雨
森
に
働
き
か
け
た
も
の
の
、
本
人
が
「
断
然
謝
絶
」
し
た
た
め
に
内
貴
は
斡

旋
役
を
降
り
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
局
、
三
派
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
委
員
を
出
し
て
協

議
の
う
え
、
川
上
親
晴
と
黒
沢
源
三
郎
の
二
名
を
選
考
し
た
結
果
、
満
場
一
致
で
川

上
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
に
、
大
成
会
か
ら
出
さ
れ
た
二

名
の
委
員
の
う
ち
の
一
人
が
上
野
捨
次
郎
で
あ
っ
た
。 

 

先
の
『
川
上
伝
』
は
、
ま
た
「
大
浦
兼
武
、
奥
繁
三
郎
並
に
京
都
市
の
元
老
内
貴

甚
三
郎
ら
の
斡
旋
に
よ
り
西
郷
の
後
任
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
」
と
記
し
て
い
る
（
二

五
四
頁
）
が
、
上
記
の
新
聞
記
事
に
よ
る
限
り
、
内
貴
が
第
一
に
推
し
た
の
は
雨
森

で
あ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
至
誠
会
の
少
数
派
に
擁
せ
ら
れ
た
堀
田
康
人
の
立
場
は
微
妙
で
あ
っ

た
。
先
の
『
日
出
』
紙
上
で
川
上
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
選
考
委
員
長
の
堀
田
は
、

川
上
を
訪
れ
市
長
候
補
に
な
る
よ
う
勧
め
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
意
志
を
確
認
し
た

と
思
わ
れ
る
。
川
上
が
消
極
的
な
こ
と
を
確
認
し
た
堀
田
は
、
自
ら
が
市
長
候
補
に

な
る
こ
と
に
食
指
が
動
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
の
ち
堀
田
は
、『
日

出
』
が
記
す
よ
う
に
、
勝
算
が
な
く
な
る
と
「
自
分
を
推
薦
せ
ら
る
ゝ
は
甚
だ
不
本

意
な
れ
ば
、
黒
沢
氏
を
推
薦
せ
ら
れ
た
し
と
切
望
し
」
、
そ
の
結
果
、
至
誠
会
少
数
派

は
黒
沢
を
推
薦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
堀
田
自
身
は
川
上
に
投
票
し
た
の

で
あ
る
。
『
日
出
』
は
、
「
堀
田
氏
が
自
ら
候
補
者
と
し
て
陣
頭
に
立
ち
な
が
ら
、
当

の
敵
た
る
川
上
氏
に
投
票
せ
し
は
、
頗
る
面
白
き
現
象
」
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、

「
川
上
氏
推
薦
の
事
を
固
く
大
浦
子
と
誓
約
せ
し
よ
し
な
れ
ば
、
其
義
理
捌
き
の
積

り
な
ら
ん
か
」
と
推
測
し
て
い
た
。
先
の
川
上
宛
大
浦
書
簡
で
、
奥
が
大
浦
に
対
し

て
、「
過
日
堀
田
が
川
上
氏
を
訪
ひ
た
る
と
き
の
答
へ
の
如
き
事
を
誰
が
承
り
て
も
御

答
へ
な
き
様
致
さ
れ
た
し
、
銓
考
委
員
が
参
り
し
場
合
、
其
他
個
人
が
参
り
て
も
夫

れ
は
大
浦
よ
り
勧
告
さ
れ
た
る
事
も
あ
る
故
、
一
応
大
浦
に
相
談
し
た
る
上
に
返
答

す
べ
し
位
に
答
へ
貰
ひ
た
し
」
と
い
う
こ
と
を
川
上
に
伝
え
る
こ
と
を
大
浦
に
依
頼

し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
堀
田
の
動
向
と
関
わ
る
こ
と
な
の
か
も

し
れ
な
い
。 

 
伊
藤
之
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
京
都
市
会
で
は
、
一
九
〇
七
年
四
月
の
市
会
議
員
選
挙

以
来
、
そ
れ
ま
で
第
一
会
派
と
し
て
西
郷
市
長
の
三
大
事
業
を
支
え
て
き
た
至
誠
会

に
代
わ
っ
て
大
成
会
が
第
一
会
派
と
し
て
多
数
派
工
作
の
主
導
権
を
握
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
の
、
一
九
〇
九
年
五
月
か
ら
六
月
初
め
に
か
け
て
、
市
参
事
会
選
挙
に
お

い
て
至
誠
会
・
同
友
会
連
合
が
で
き
、
大
成
会
を
圧
倒
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
と
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い
う
。
さ
ら
に
、
一
九
一
〇
年
四
月
の
市
会
議
員
半
数
改
選
に
お
い
て
も
至
誠
会
・

同
友
会
が
提
携
し
、
つ
い
で
臨
時
三
事
業
委
員
長
で
も
あ
っ
た
至
誠
会
の
堀
田
康
人

が
市
会
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。

（
４
）

一
二
月
二
六
日
付
『
日
出
』
は
、
堀
田
以
下
至
誠
会

の
「
謀
反
組
た
る
七
名
の
議
員
」
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
か
に
注
目
し
、

「
京
都
の
市
政
団
体
は
、
之
に
依
り
一
変
化
を
来
す
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
選
出
さ
れ
た
川
上
親
晴
市
長
で
あ
っ
た
が
、
第
二
次
西
園
寺
公

望
内
閣
が
、
い
わ
ゆ
る
「
二
個
師
団
増
設
問
題
」
で
一
九
一
二
年
一
二
月
五
日
に
総

辞
職
へ
と
追
い
込
ま
れ
た
あ
と
、
二
一
日
に
第
三
次
桂
太
郎
内
閣
が
成
立
す
る
と
、

内
務
大
臣
に
就
任
し
た
大
浦
兼
武
の
も
と
で
川
上
は
警
視
総
監
に
任
じ
ら
れ
、
任
期

一
年
に
も
満
た
な
い
ま
ま
一
二
月
二
〇
日
付
で
辞
職
し
た
。 

 

以
上
で
簡
略
な
が
ら
大
浦
兼
武
書
簡
の
紹
介
を
終
え
る
。
本
来
な
ら
ば
、
市
会
各

派
の
動
向
や
中
央
政
局
の
動
向
と
も
関
わ
ら
せ
て
み
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
回
は
そ
の
前
提
と
し
て
、
一
つ
の
素
材
の
提
供
と
い
う
点
に
止
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。 

 
 

注 

（
１
）
京
都
市
市
政
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
京
都
市
政
史
』
第
一
巻
「
市
政
の
形
成
」
（
京

都
市
、
二
〇
〇
九
年
）
二
〇
九
〜
二
一
〇
頁
参
照
。
な
お
、
第
四
巻
「
資
料 

市
政
の

形
成
」
二
〇
〇
三
年
、
二
二
三
〜
二
二
六
頁
も
参
照
。 

（
２
）
京
都
府
議
会
事
務
局
編
『
京
都
府
議
会
議
員
録
』（
京
都
府
議
会
、
一
九
六
一
年
）
。

な
お
、
以
下
の
京
都
府
関
係
の
人
物
の
閲
歴
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
注
記
し
な
い
か

ぎ
り
同
書
に
拠
っ
て
い
る
。 

（
３
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
川
上
親
晴
京
都
府
京
都
市
長
就
任
の
件
」
。 

（
４
）
伊
藤
之
雄
「
都
市
経
営
と
京
都
市
の
改
造
事
業
の
形
成
―
一
八
九
五
～
一
九
〇
七
」

（
伊
藤
之
雄
編
著
『
近
代
京
都
の
改
造
―
都
市
経
営
の
起
源
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
〇
六
年
）
、
「
日
露
戦
争
後
の
都
市
改
造
事
業
の
展
開
―
一
九
〇
七
〜
一
九
一
一

―
」
（
『
法
学
論
叢
』
一
六
〇
巻
五
・
六
号
、
二
〇
〇
七
年
）
。 

  

 

『
京
都
市
政
史
』
第
２
巻
を
読
ん
で 

前 

川  

宗 

博 
 

  

こ
の
た
び
縁
あ
っ
て
、
初
め
て
書
評
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

ま
ず
思
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
京
都
市
政
史
第
２
巻
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
多
さ
に
つ
い

て
で
あ
る
。
い
か
に
読
み
込
む
か
、
完
成
ま
で
の
道
の
り
が
遠
く
に
感
じ
ら
れ
た
の

だ
が
、
読
み
始
め
て
感
じ
た
の
は
、
本
書
の
構
成
や
文
章
が
思
っ
た
よ
り
も
読
み
や

す
い
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
、
執
筆
者
の
工
夫
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
編
集
委
員
会
の
方
で
熟
慮

さ
れ
た
も
の
か
、
そ
の
執
筆
や
編
集
等
を
担
当
さ
れ
た
方
々
が
、
相
当
な
労
力
を
費

や
し
て
、
練
り
に
練
っ
て
作
成
さ
れ
た
跡
が
伺
え
る
。 

 

も
し
、
職
員
の
皆
様
で
こ
の
京
都
市
政
史
第
２
巻
を
読
も
う
と
思
わ
れ
た
場
合
、

本
書
は
非
常
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
書
物
で
あ
る
た
め
、
で
き
る
こ
と
な
ら
第
一
章

「
市
政
の
概
観
」
を
ま
ず
読
ん
で
全
体
の
構
成
を
見
て
か
ら
、
自
分
の
興
味
あ
る
分

野
か
ら
読
み
込
ん
で
い
く
と
い
う
や
り
方
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
負
担
に
思
わ
ず
読

め
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

  

本
書
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

第
一
の
柱
は
、
戦
後
地
方
制
度
の
中
で
の
市
政
と
自
治
の
展
開
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

 

一
九
四
七
年
（
昭
和
二
二
）
施
行
の
日
本
国
憲
法
と
地
方
自
治
の
下
、
戦
後
の
地

方
自
治
が
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
が
、
本
書
で
は
、
戦
後
民
主
化
に
よ
る
地
方
自
治

制
度
や
政
党
政
治
が
復
活
す
る
中
で
、
京
都
の
市
政
と
自
治
が
本
格
的
に
再
出
発
す

る
一
九
五
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
ま
で
の
市
政
に
つ
い
て
、
多
面
的
に
叙
述
さ

れ
て
い
る
。 

 

第
二
の
柱
は
、
京
都
市
の
政
策
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

 

京
都
市
の
行
政
は
戦
後
、
よ
り
多
様
化
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
政
策
分
野
の
内

容
も
専
門
性
を
増
す
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
経
済
・
社
会
福
祉
・
環
境
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衛
生
・
都
市
整
備
・
文
教
観
光
な
ど
、
各
分
野
に
お
け
る
政
策
内
容
の
変
遷
が
詳
細

に
描
か
れ
て
い
る
。
特
に
、
京
都
市
の
個
性
を
映
し
出
す
特
徴
的
な
政
策
に
つ
い
て

多
く
の
紙
面
が
割
か
れ
て
い
る
。 

 

第
三
の
柱
は
、
都
市
づ
く
り
の
展
開
と
京
都
の
ま
ち
な
み
の
変
遷
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

 

こ
の
ま
ち
な
み
の
変
遷
の
記
述
は
、
第
１
巻
に
続
き
第
２
巻
で
も
大
き
な
特
色
と

な
っ
て
お
り
、
本
書
で
は
、
国
際
観
光
都
市
を
め
ざ
し
て
再
出
発
し
た
戦
後
京
都
の

都
市
づ
く
り
に
つ
い
て
、
戦
前
と
の
連
続
性
や
違
い
と
と
も
に
、
戦
後
に
お
け
る
変

遷
に
も
多
面
的
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。 

 

本
書
の
構
成
で
特
徴
的
な
の
は
、
時
代
に
よ
る
区
分
で
は
な
く
、
戦
後
に
お
い
て

は
、
市
政
と
政
策
が
、
多
岐
に
わ
た
り
専
門
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

個
々
の
政
策
分
野
・
問
題
領
域
に
即
し
て
歴
史
的
展
開
を
論
じ
る
構
成
を
採
用
し
て

い
る
点
で
あ
る
。 

 

ま
ず
第
一
章
に
「
市
政
の
概
観
」
を
総
論
部
分
と
し
て
記
述
さ
れ
、
次
い
で
、
第

二
章
「
市
役
所
の
し
く
み
と
環
境
」
及
び
第
三
章
「
京
都
市
の
政
策
」
を
各
論
と
い

う
位
置
づ
け
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

  

依
頼
を
受
け
て
、
初
め
て
書
評
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
特
に
興
味
を
持
っ
た

の
は
、
自
ら
の
経
験
に
照
ら
し
て
考
え
る
と
、
や
は
り
「
平
安
建
都
千
二
百
年
記
念

事
業
」
の
こ
と
に
な
る
か
と
思
う
。 

 

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
）
、
京
都
府
・
京
都
市
・
京
都
商
工
会
議
所
の
出
資
に
よ

り
、
平
安
建
都
千
二
百
年
記
念
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
協
会
は
、
事
業
の
テ
ー
マ
を

「
京
都
１
２
０
０ 

伝
統
と
創
生
」
に
決
め
、
一
九
九
四
年
（
平
成
六
）
の
記
念
年

に
向
け
て
、
本
格
的
活
動
を
開
始
し
た
。 

 

平
安
建
都
千
二
百
年
記
念
事
業
は
、
一
九
九
四
年
の
平
安
建
都
千
二
百
年
を
中
心

と
し
た
前
後
各
十
年
に
わ
た
っ
て
、
①
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
②
交
通
・
情
報
通
信

網
の
整
備
、
③
産
業
の
振
興
、
④
生
活
環
境
と
地
域
社
会
の
整
備
、
⑤
文
化
の
継
承
・

発
展
と
い
う
五
つ
の
基
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
事
業
を
推
進
す
る
と
い
う
壮
大
な
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
五
つ
の
基
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
現
在
の

京
都
市
の
施
策
に
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。 

 

一
九
九
四
年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
祝
祭
・
京
都
創
生
千
二
百
年
」
は
、
京
都
の
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
リ
レ
ー
方
式
で
行
わ
れ
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。 

 

私
は
、
平
成
四
年
か
ら
、
建
都
千
二
百
年
記
念
事
業
に
直
接
携
わ
る
専
担
組
織
に

お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
企
画
運
営
し
て
い
く
機
会
を
得
た
。
中
で
も
、
特
に

触
れ
て
お
き
た
い
事
業
と
し
て
京
都
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

こ
の
京
都
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
立
ち
上
げ
に
、
企
画
段
階
か
ら
参
画
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。
こ
の
京
都
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
特
徴
と
し
て
は
、
大
都
市
で
し
か

も
歴
史
の
町
、
京
都
市
の
中
心
部
を
周
回
す
る
コ
ー
ス
を
、
競
技
ラ
ン
ナ
ー
と
市
民

ラ
ン
ナ
ー
が
一
緒
に
走
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
海
外
か
ら
の
招
聘
ラ
ン
ナ
ー
も
参
加
す
る
国
内
有
数
の
大
規
模
な
大
会
で
、

し
か
も
本
大
会
を
全
国
ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
に
よ
っ
て
生
中
継
放
映
す
る
と
い
う
京
都

市
も
京
都
陸
上
競
技
協
会
も
京
都
府
警
察
も
い
ず
れ
の
組
織
も
全
く
経
験
の
な
い
壮

大
な
事
業
で
あ
っ
た
。 

 

二
年
後
に
は
本
番
大
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
時
期
が
決
め
ら
れ

て
い
る
以
外
、
何
も
な
い
と
い
う
状
況
の
中
か
ら
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

加
え
て
、
京
都
を
そ
し
て
建
都
千
二
百
年
記
念
事
業
全
体
を
全
国
に
発
信
し
て
い

く
と
い
う
役
割
も
こ
の
京
都
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は
担
っ
て
い
た
。 

 

こ
の
事
業
を
結
果
と
し
て
成
功
に
ま
で
導
い
た
、
特
筆
す
べ
き
人
物
を
一
人
挙
げ

る
な
ら
ば
、
京
都
府
警
察
と
京
都
市
の
交
流
人
事
に
よ
り
京
都
市
に
来
ら
れ
た
木
村

哲
廣
担
当
課
長
で
あ
る
。
木
村
課
長
の
他
の
者
で
は
及
び
も
つ
か
な
い
活
躍
が
な
か

っ
た
ら
、
到
底
、
大
会
成
功
は
お
ろ
か
本
番
開
催
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
と
今
で
も
確
信
を
持
っ
て
言
え
る
。 

 
一
例
を
挙
げ
る
と
、
当
初
、
記
録
の
出
る
大
会
を
目
指
し
て
、
国
立
京
都
国
際
会

館
を
ス
タ
ー
ト
し
、
一
気
に
下
っ
て
、
西
京
極
総
合
運
動
公
園
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
ワ

ン
ウ
ェ
イ
の
コ
ー
ス
で
協
議
し
て
い
た
が
、
市
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
す
ぎ

る
と
い
う
こ
と
で
京
都
府
警
察
か
ら
却
下
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
京
都
国
際
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
に
大
会
要
項
案
を
提
示
す
る
期
限
が
迫
る
中
、
事
務
局
内
で
コ
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京
わ
ら
べ 

発
行
日 

 

二
〇
一
三
年
一
二
月
二
五
日 

発 
 

行 
 

京
都
市
市
政
史
編
さ
ん
委
員
会 

所
在
地 

 

京
都
市
上
京
区
寺
町
通
丸
太
町
上
る 

松
蔭
町
一
三
八
―
一 

京
都
市
歴
史
資
料
館
内 

電 

話 
 

〇
七
五
（
二
四
一
）
四
三
一
二 

編
さ
ん
だ
よ
り 

ー
ス
案
を
練
り
直
し
、
却
下
か
ら
一
週
間
余
り
で
、
周
回
コ
ー
ス
を
再
度
提
示
し
て
、

京
都
府
警
察
か
ら
了
解
を
取
り
付
け
る
な
ど
木
村
課
長
の
ま
さ
に
八
面
六
臂
の
活
躍

が
な
か
っ
た
ら
大
会
成
功
は
お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
。 

 

公
道
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と
の
厳
し
い
折
衝
を
幾
度
と
な
く
重
ね

た
。
木
村
課
長
は
、
数
年
後
に
は
、
必
ず
京
都
府
警
察
に
戻
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
訳

だ
が
、
そ
れ
で
も
、
本
来
の
所
属
で
あ
る
京
都
府
警
察
の
意
向
と
は
相
反
す
る
こ
と

に
な
っ
て
も
、
何
よ
り
も
京
都
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
成
功
の
た
め
だ
け
を
心
か

ら
願
っ
て
、
あ
く
ま
で
京
都
市
の
立
場
で
言
う
べ
き
こ
と
を
ぶ
れ
ず
に
強
く
主
張
す

る
と
い
う
姿
勢
を
貫
い
て
、
疾
風
怒
濤
の
ご
と
く
突
き
進
み
、
一
つ
一
つ
課
題
を
突

破
し
て
行
っ
て
大
会
を
成
功
に
導
い
て
い
た
だ
け
た
。
直
属
の
部
下
と
し
て
温
か
く

指
導
賜
っ
た
こ
と
で
も
深
く
感
謝
し
て
い
る
。 

 

業
務
を
遂
行
し
て
い
く
中
で
、
特
に
印
象
に
残
る
出
来
事
と
し
て
次
の
三
点
を
挙

げ
て
お
き
た
い
。 

 

ま
ず
第
一
は
、
京
都
府
土
木
事
務
所
に
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
と
な
る
鴨
川
河
川
敷

の
改
修
に
つ
い
て
相
談
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
来
な
ら
数
年
先
に
工

事
を
す
る
箇
所
に
つ
い
て
、
「
府
市
協
調
で
や
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
予
算
を
前
倒
し
し

て
、
北
大
路
橋
の
下
の
通
路
を
掘
り
下
げ
拡
幅
し
て
、
ラ
ン
ナ
ー
が
安
全
に
通
れ
る

よ
う
に
と
の
格
別
の
配
慮
を
、
当
時
の
土
木
事
務
所
次
長
が
即
決
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

 

第
二
に
は
、
大
会
の
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
で
あ
り
、
一
万
二
〇
〇
〇
人
の
ラ

ン
ナ
ー
が
集
ま
る
会
場
と
な
る
国
立
京
都
国
際
会
館
に
会
場
使
用
の
お
願
い
に
行
っ

た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
も
含
め
た
国
際
会
館
の
使
用
の
予
約
が
、

マ
ラ
ソ
ン
開
催
日
を
含
め
て
、
そ
の
前
後
一
週
間
余
り
の
期
間
、
京
都
の
呉
服
関
係

の
会
社
に
よ
っ
て
既
に
入
っ
て
い
た
。
し
か
し
後
か
ら
決
ま
っ
た
マ
ラ
ソ
ン
の
日
程

と
重
な
っ
た
こ
と
で
、
国
際
会
館
の
事
務
局
を
通
じ
て
先
方
に
打
診
し
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
快
く
会
館
の
使
用
を
譲
っ
て
い
た
だ
け
た
。 

 

第
三
に
は
、
東
京
都
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局
の
方
々
の
対
応
に
つ
い
て
で
あ

る
。
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
た
東
京
都
で
の
大
会
の
事
例
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

く
た
め
、
東
京
都
教
育
庁
の
担
当
者
に
い
ろ
い
ろ
と
無
理
な
お
願
い
も
し
た
が
、
懇

切
丁
寧
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
京
都
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
開
催
当
日
に
は
、
東

京
都
か
ら
当
時
の
課
長
以
下
、
担
当
者
数
名
が
視
察
に
来
ら
れ
、
終
了
後
「
大
成
功

で
す
ね
。
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
挙
げ
出
し
た
ら
き
り
が
な
い
が
、
熱
意
と
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

中
で
結
果
と
し
て
、
よ
り
良
い
方
向
性
を
見
出
せ
た
。 

 

口
幅
っ
た
い
言
い
方
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
京
都
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
開
催

の
経
験
が
、
現
在
で
は
京
都
マ
ラ
ソ
ン
に
姿
を
変
え
て
発
展
し
、
京
都
市
の
「
市
民

ス
ポ
ー
ツ
」
の
発
展
に
も
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。 

 

最
後
に
、
こ
の
京
都
市
政
史
第
２
巻
を
刊
行
さ
れ
た
関
係
者
の
皆
様
の
多
大
な
ご

尽
力
に
対
し
て
、
最
大
の
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
書
評
の
執
筆
と
い
う
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。 

◇ 

こ
の
間
、
財
政
編
の
執
筆
担
当
の
先
生
方
が
た
び
た
び

来
館
さ
れ
、
事
務
局
で
も
、
来
年
度
の
第
３
巻
刊
行
に
む
け

て
、
原
稿
作
成
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
前
号
に
続
き

ま
し
て
、
市
政
史
編
さ
ん
委
員
会
の
活
動
の
一
部
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

八
月
三
〇
日 

『
京
都
市
政
史
編
さ
ん
通
信
』
第
四
六
号
発
行
。 

一
〇
月
一
二
日
～
一
三
日 

日
本
史
研
究
会
大
会
（
京
都
産
業
大
学
）
の

会
場
で
の
書
籍
の
出
張
販
売
を
実
施
。 

一
〇
月
一
六
日 

年
表
編
事
務
局
打
合
せ
。 

◇
今
号
は
、『
京
都
市
政
史
』
執
筆
者
の
鈴
木
栄
樹
氏
（
京
都

薬
科
大
学
教
授
）
か
ら
、
新
出
の
上
野
捨
次
郎
宛
大
浦
兼
武

書
簡
の
史
料
紹
介
を
か
ね
て
、
第
三
代
京
都
市
長
の
選
出
過

程
に
つ
い
て
の
論
考
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
前
川
宗
博
氏
（
北

区
役
所
福
祉
部
福
祉
介
護
課

長
）
に
よ
る
『
京
都
市
政
史
』

第
２
巻
の
書
評
を
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

ご
味
読
く
だ
さ
い
。
（
秋
） 


